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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソース源から供給されるフレームデータとしてのオーディオ情報を再生すると共に、当
該オーディオ情報の再生状況を表示する情報再生装置において、
　時間経過に応じて順次に、前記オーディオ情報の再生開始時点から現在時点までに再生
された総フレーム数を算出し、前記ソース源から１秒間当たりに供給されるフレーム数を
アナログレコードプレーヤの回転数で除算した係数に基づいて、当該総フレーム数を乗算
することにより得られる余りの値を演算する演算手段と、
　略円形の周方向の仮想軌跡に沿って１回転当たり前記アナログレコードプレーヤの回転
数に従って移動する表示を行う表示手段とを備え、
　前記表示手段は、前記時間経過に応じて順次に前記演算手段により演算される前記余り
の値に対応する前記仮想軌跡の時計回り方向の角度位置に前記表示を行うことにより、前
記表示を仮想軌跡に沿って移動させること、
　を特徴とする情報再生装置。
【請求項２】
　更に、時計回り方向と反時計回り方向に回転自在なダイヤルと、前記ダイヤルの回転さ
れる方向と回転角速度を検出する検出手段とを備え、
　前記表示手段は、
　前記ダイヤルが停止されると、前記時間経過に応じて順次に前記演算手段により演算さ
れる前記余りの値に対応する前記仮想軌跡の時計回り方向の角度位置に前記表示を行い、
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　前記ダイヤルが前記時計回り方向に回転されると、前記検出手段で検出される前記回転
角速度に従って、前記仮想軌跡の時計回り方向の角度位置に前記表示を行い、
　前記ダイヤルが前記反時計回り方向に回転されると、前記検出手段で検出される前記回
転角速度に従って、前記仮想軌跡の反時計回り方向の角度位置に前記表示を行うこと、
　を特徴とする請求項１に記載の情報再生装置。
【請求項３】
　更に、前記ソース源から供給されるオーディオ情報の全体について、オーディオ周波数
の低域と中域と高域の各レベルの時間変化を特徴情報として抽出する測定手段と、
　前記測定手段で抽出された前記各レベルの時間変化としての前記特徴情報を表示するビ
ート密度表示手段と、を備えること、
　を特徴とする請求項１又は２に記載の情報再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えばＣＤ（Compact Disc）やＤＶＤ（Digital Versatile Disc）等のソース
源から供給される音楽や音声等のオーディオ情報を再生する情報再生装置に関し、オーデ
ィオ情報の再生状況若しくはオーディオ情報に含まれている特徴を表示する情報再生装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＣＤプレーヤやＤＶＤプレーヤ等の情報再生装置では、ＣＤやＤＶＤに記録されて
いるオーディオ情報を再生する際、オーディオ情報の再生状況をディスプレイ表示する等
の様々な表示を行うようになっている。
【０００３】
例えば、現在再生中の音楽の再生経過時間を示す経過トラック時間又は、現在再生中の音
楽の残り時間を数値によりデジタル表示することが一般に行われている。
【０００４】
つまり、複数の音楽が記録されている音楽ＣＤの或る音楽を再生中であったとすると、そ
の音楽の再生開始時点からの経過時間が例えば２分３０秒であれば、経過トラック時間「
２：３０」等の数値表示が行われ、また、その音楽の一曲分の総再生時間が３分間であれ
ば、残り時間である３０秒を「０：３０」等の数値で表示している。
【０００５】
そして、ユーザー等が、時事刻々と変化する経過トラック時間の表示を見ることで、オー
ディオ情報の再生状況を知ることができるようになっている。つまり、経過トラック時間
を示す数値が時事刻々と変化するので、ユーザー等は、その数値の時事刻々と変化する状
態を見ることで、オーディオ情報の再生状況を知ることができるようになっている。
【０００６】
また、オーディオ情報を再生して生成される再生音の周波数特性を表示し、その再生音に
含まれている周波数の特徴をユーザー等に提供することも行われている。つまり、再生音
の周波数スペクトルをオーディオ周波数帯域全体に亘ってリアルタイムで表示することが
行われている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来の情報再生装置では、上記の再生状況を経過トラック時間の数値の変化か
ら知ることができるようにはなっているが、実際には、数値の時事刻々と変化する状態を
見ても、再生状況を簡単且つ直感的に理解することは難しいという問題があった。すなわ
ち、経過トラック時間を示す数値が或る値から次の値に変化するときのその変化の状態を
見ても、人間の感覚では再生状況を直感的に理解し難いという問題があった。
【０００８】
また、上記した再生音の周波数スペクトルをオーディオ周波数帯域全体に亘ってリアルタ
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イムで表示する情報再生装置では、スピーカやヘッドホンで再生される現時点での再生音
の周波数スペクトルを単に表示しているにすぎない。つまり、瞬時の再生音の周波数スペ
クトルのみを、可聴周波数帯域内でのレベル変動として表示しているにすぎない。
【０００９】
このため、ユーザ等は、例えば音楽ＣＤ等を再生し、ある音楽の最初から最後までの一曲
分の特徴を全体的に知りたいと欲したような場合、瞬間瞬間で切り替わってしまう再生音
の周波数スペクトルを見ても、音楽の全体的特徴を知ることは困難であった。
【００１０】
具体的事例を述べれば、一曲分の音楽の中には、「サビ」といった人間の感覚に強く訴え
るための部分や、その「サビ」の部分を強調すべく設けられた導入部や、余韻を残すため
のエンディングの部分等の特徴が含まれており、こうした様々な特徴が有機的に関連しあ
ってユーザー等の感覚に訴えるように、作詞や作曲がなされているが、時事刻々と変化す
る再生音の周波数スペクトルを見ただけでは、上記の様々な特徴を音楽全体として知るこ
とはできないという問題があった。
【００１１】
本発明は、こうした従来の問題点に鑑みて成されたものであり、再生状況をより人間の感
覚に合わせて表示すると共に、音楽等のオーディオ情報が持っている特有の特徴を検出し
新規な情報量として表示を行う情報再生装置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため請求項１に記載の発明は、ソース源から供給されるフレームデ
ータとしてのオーディオ情報を再生すると共に、当該オーディオ情報の再生状況を表示す
る情報再生装置において、時間経過に応じて順次に、前記オーディオ情報の再生開始時点
から現在時点までに再生された総フレーム数を算出し、前記ソース源から１秒間当たりに
供給されるフレーム数をアナログレコードプレーヤの回転数で除算した係数に基づいて、
当該総フレーム数を乗算することにより得られる余りの値を演算する演算手段と、略円形
の周方向の仮想軌跡に沿って１回転当たり前記アナログレコードプレーヤの回転数に従っ
て移動する表示を行う表示手段とを備え、前記表示手段は、前記時間経過に応じて順次に
前記演算手段により演算される前記余りの値に対応する前記仮想軌跡の時計回り方向の角
度位置に前記表示を行うことにより、前記表示を仮想軌跡に沿って移動させること、を特
徴とする。
【００１４】
かかる構成を有する本発明の情報再生装置によれば、情報のオーディオ再生が進行するの
応じて、表示手段の上記の表示が、略円形の周方向の仮想軌跡に沿って移動していき、再
生状況をあたかもアナログレコードの回転を見ているような感覚で知ることを可能にする
。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の情報再生装置の実施の形態を図面を参照して説明する。尚、一実施形態と
して、ＣＤとＤＶＤ、ＭＤ（Mini Disc）を再生することが可能なカーオーディオシステ
ム若しくは家庭用オーデイオシステム等の情報再生装置について説明する。
【００１６】
図１は、本実施形態の情報再生装置の外観構成を示す平面図であり、本情報再生装置の筐
体の前面に設けられているユーザー等が操作するための操作パネル１の構成を示している
。
【００１７】
同図において、操作パネル１の上側の面には、ドットマトリクス型のカラー液晶ディスプ
レイ等で形成された表示部２が設けられ、表示部２の横側の面には、ジョグダイヤルと呼
ばれる回動自在な回動部材３と、複数の押釦式の操作キー４が設けられている。
【００１８】
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表示部２の下側の面には、ＣＤとＤＶＤを着脱自在に挿入するためのスリット状の第１の
ディスク挿入口５と、ＭＤを着脱自在に挿入するためのスリット状の第２のディスク挿入
口６が設けられ、これらのディスク挿入口５，６の下側の面に、複数の押釦式の操作キー
７と、回動式の可変抵抗器で形成された音量調整用操作キー８が設けられている。
【００１９】
ユーザー等が第１のディスク挿入口５に、ＣＤ又はＤＶＤ（以下、これらを「光ディスク
」という）を挿入すると、第１のディスク挿入口５の奥に設けられているオートローディ
ング機構（図示省略）が自動的に起動して、所定のクランプ位置へ光ディスクを搬入し、
後述するスピンドルモータ１４の駆動軸に設けられているハブ部（図示省略）に装填する
。そして、上記操作キー４，７のうち再生開始と再生停止の指示をするために設けられて
いる操作キーが押下されると、スピンドルモータ１４が所定方向に回転すると共に、後述
のディスク再生部（図６参照）１３が光ディスクに記録されている情報（以下、「データ
」という）を再生する。
【００２０】
また、押下されていた上記の操作キーが再び押されると、スピンドルモータ１４の回転が
停止すると共に、ディスク再生部１３による光ディスクの再生動作が停止する。また、イ
ジェクト釦と呼ばれる操作キーが押下されると、上記のオートローディング機構がアンロ
ーディングの状態となって、クランプ位置に在った光ディスクをディスク挿入口５の外へ
搬出する。
【００２１】
また、ユーザー等が第２のディスク挿入口６にＭＤを挿入すると、第２のディスク挿入口
６の奥に設けられているＭＤ搬送用のオートローディング機構（図示省略）が自動的に起
動して、所定のクランプ位置へＭＤを搬入し、ＭＤ再生部２９による再生動作が行われる
。また、所定のイジェクト釦と呼ばれる操作キーが操作されると、クランプ位置に在った
ＭＤをオートローディング機構がアンローディングして第２のディスク挿入口６の外へ搬
出する。
【００２２】
表示部２には、光ディスク若しくはＭＤの再生中に、ビート密度と呼ばれるオーディオ情
報の特徴を表示する表示部（以下、「ビート密度表示部」という）９と、経過トラック時
間を横方向の棒グラフの長さによって表示する表示部（以下、「経過トラック時間表示部
」）１０と、オーディオ情報の再生速度を表示する円形状の表示部（以下、「再生速度表
示部」という）１１が表示されるようになっている。
【００２３】
更に表示部２の上側の領域には、図示するように、音楽等が記録されている光ディスク若
しくはＭＤを再生している際、記録されている音楽の総数を示す総トラック数と、再生中
の音楽等が記録されている場所を示すトラック番号と、再生中の音楽等の再生経過時間を
示す経過トラック時間が表示されるようになっている。また、再生中の音楽等の曲名とア
ーティス名等、音楽等の付帯情報が表示されるようになっている。
【００２４】
ここで、本情報再生装置に設けられているディスク再生部１３の構成を説明する前に、図
２～図５を参照して、ジョグダイヤル３の機能と、ビート密度表示部９と経過トラック時
間表示部１０と再生速度表示部１１の機能について説明する。
【００２５】
尚、図２及び図３は、ジョグダイヤル３の機能と、経過トラック時間表示部１０及び再生
速度表示部１１の機能を説明するための図である。
【００２６】
図２において、経過トラック時間表示部１０は、横方向に細長い表示領域からなり、光デ
ィスクやＭＤに記録されている音楽等を再生中に、その再生中の音楽の再生経過時間を示
す経過トラック時間を伸縮自在な棒グラフ状の表示部分Ｐの長さで表示するようになって
いる。
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【００２７】
一例として、再生中の音楽の一曲分の総再生時間が３分間であったとすると、経過トラッ
ク時間表示部１０の横方向の先端部分から終端部分までが３分間に割り当てられて、具体
的な時刻が数値表示される。そして、再生時間の経過に伴って、棒グラフ状の表示部分Ｐ
の長さが矢印ｈfの方向へ次第に伸びていき、ユーザー等が上記の数値表示された時刻と
棒グラフ状の表示部分Ｐの長さとを対応付けて見るだけで、経過トラック時間を簡単に知
ることができるようになっている。ちなみに、図２の例示では、経過トラック時間が「１
分１５秒」であった場合を示している。
【００２８】
再生速度表示部１１は、光ディスクやＭＤに記録されている音楽等を再生中に、円形状の
表示領域を背景として一部分に幅の狭い扇型のインデックス表示部１２が高輝度で発光す
るようになっており、インデックス表示部１２が円形状の表示領域の周方向の仮想軌跡に
沿って時計回り方向θfへ移動していく。
【００２９】
そして、インデックス表示部１２は、仮にＬＰ等のアナログレコードをアナログレコード
プレーヤで再生した場合に、そのアナログレコードが所定の回転数で回転する状態を模し
た速度で時計回り方向θfへ移動していく。すなわち、回転数が毎分３３回転に設定さて
いるアナログレコードが回転するのと同様の速度で、インデックス表示部１２も円形状の
表示領域に沿って回転を繰り返すようになっている。従って、インデックス表示部１２は
、一回転当たり６０／３３秒の早さで回転を繰り返すようになっている。
【００３０】
尚、インデックス表示部１２は、ジョグダイヤル３が操作されることなく停止している場
合に、上記の所定速度で回転するようになっている。
【００３１】
このように、再生速度表示部１１において、アナログレコードが所定の回転数で回転する
状態を模した表示がなされるため、ユーザー等が再生速度表示部１１に表示されるインデ
ックス表示部１２の動きを見ることにより、再生状況を直感的に知ることができるように
なっている。
【００３２】
次に、図３はジョグダイヤル３が回動操作された場合の経過トラック時間表示部１０と再
生速度表示部１１の表示態様を示している。
【００３３】
ユーザー等がジョグダイヤル３を時計回り方向φfへ回転させると、その回転操作がなさ
れる直前で位置していたインデックス表示部１２が、ジョグダイヤル３の回転角速度に応
じて回転する。つまり、図２に示したように、ジョグダイヤル３が操作されないときには
、インデックス表示部１２は既述した所定の速度で回転し続けるのに対し、ジョグダイヤ
ル３が時計回り方向φfへ回転されると、その回転速度と一対一の対応関係でインデック
ス表示部１２も時計回り方向θfへ回転する。
【００３４】
更に、ジョグダイヤル３が時計回り方向φfへ回転されると、その回転速度と一対一の対
応関係で、経過トラック時間表示部１０の棒グラフ状の表示部分Ｐの長さも図中の矢印ｈ
fの方向へ伸びていく。
【００３５】
一方、ユーザー等がジョグダイヤル３を反時計回り方向φrへ回転させると、その回転操
作がなされる直前で位置していたインデックス表示部１２が、ジョグダイヤル３の反時計
回り方向θrへの回転角速度に応じて回転する。つまり、図２に示したように、ジョグダ
イヤル３が操作されないときには、インデックス表示部１２は既述した所定の速度で時計
回り方向へ回転し続けるのに対し、ジョグダイヤル３が反時計回り方向φrへ回転される
と、その回転速度と一対一の対応関係でインデックス表示部１２も反時計回り方向θrへ
回転する。
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【００３６】
更に、ジョグダイヤル３が反時計回り方向φrへ回転されると、その回転速度と一対一の
対応関係で、経過トラック時間表示部１０の棒グラフ状の表示部分Ｐの長さも図中の矢印
ｈrの方向へ短くなっていく。
【００３７】
更に又、図１に示した経過トラック時間のデジタル表示の数値も、ジョグダイヤル３の回
転方向と回転量に応じて増減する。
【００３８】
そして、ユーザー等がジョグダイヤル３の操作を止めると、その止めた時点の経過トラッ
ク時間からの再生が開始され、図２を参照して説明した状態に復帰する。
【００３９】
このように、ユーザー等がジョグダイヤル３を回動操作すると、その回動操作に応じて、
経過トラック時間のデジタル表示と経過トラック時間表示部１０とを一対一に対応させて
変化させることができ、操作を止めるとその操作を止めた時点の経過トラック時間からの
再生を開始させることができるため、音楽等を所望の位置から再生させることができるよ
うになっている。
【００４０】
また、ジョグダイヤル３の回動に伴ってインデックス表示部１２が移動するため、ユーザ
ー等がこのインデックス表示部１２の動きを見るだけで、再生開始の位置を直感的に知る
ことができるという効果が得られるようになっている。つまり、ユーザー等は、ジョグダ
イヤル３を操作すると、あたかもアナログレコードプレーヤで再生中のアナログレコード
に対するレコード針の位置を変化させて、所望の位置から再生を開始させるのと同様の操
作感が得られるようになっている。
【００４１】
次に、図４及び図５は、ビート密度表示部９と経過トラック時間表示部１０の機能を説明
するための図である。
【００４２】
ビート密度表示部９には、例えば再生中の音楽等に含まれている特徴情報が一曲分の全体
に亘って一括表示される。ここで、特徴情報として、後述する「ビート密度」と呼ばれる
新規な情報（以下、「ビート密度情報」という）が表示され、このビート密度情報は、経
過トラック時間表示部１０の時間表示に対応した時間軸（横軸）に対する縦軸方向のレベ
ルの変化として表示される。
【００４３】
尚、図４と図５にそれぞれ示すように、ビート密度情報には２種類あり、ユーザー等が所
望のビート密度情報の表示を選択できるようになっている。ここで、図４に示すビート密
度情報ＢＴは、オーディオ周波数帯域（例えば０Ｈｚ～２０ｋＨｚ）全体に含まれる音楽
等の特徴情報であり、図５に示すビート密度情報ＢＴＨ，ＢＴＭ，ＢＴＬは、オーディオ
周波数帯域（例えば０Ｈｚ～２０ｋＨｚ）を高域と中域と低域に３分割したときの各周波
数帯域に含まれる音楽等の特徴情報となっている。
【００４４】
このように、ビート密度情報という新規な特徴情報が、音楽等の一曲分の全体に亘って一
括表示されることから、ユーザー等は音楽等の特徴を全体的且つ直感的に知ることができ
るようになっている。
【００４５】
また、既述したようにビート密度情報は、経過トラック時間表示部１０に対応付けて表示
されることから、経過トラック時間表示部１０の棒グラフ状の表示部分Ｐの長さ見るだけ
で、音楽等の特徴を経過トラック時間に対応付けて知ることができるようになっている。
そして、ジョグダイヤル３を操作して、棒グラフ状の表示部分Ｐの長さをビート密度情報
の所望の位置に位置合わせすると、ユーザー等は所望の経過トラック時間から再生を開始
させることができ、例えば再生中の音楽等の「サビ」の部分を選んで再生を開始させると
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いった操作を容易に行うことができるようになっている。
【００４６】
次に、図６を参照して、本情報再生装置に備えられているディスク再生部１３の構成を説
明する。
【００４７】
同図において、既述したクランプ位置には、光ディスクＤＩＳＣを所定方向に回転させる
スピンドルモータ１４と、光ディスクＤＩＳＣに記録されているデータを光学的に読み取
って、得られた読取り信号を出力するピックアップ１５が設けられ、更にピックアップ１
５を光ディスクＤＩＳＣの半径方向へ往復移動させつつ、適切な光学読み取りを行わせる
べくサーボ制御するサーボ機構１６が設けられている。
【００４８】
更に、ディスク再生部１３にはＲＦアンプ部１７とピックアップサーボ回路１８が設けら
れ、ＲＦアンプ部１７がピックアップ１５から出力される読取り信号からフォーカスエラ
ー信号ＦＥやトラッキングエラー信号ＴＥ等の誤差信号を生成すると、ピックアップサー
ボ回路１８がフォーカスエラーやトラッキングエラー等の誤差の発生を抑制すべく、サー
ボ機構１６をフィードバック制御する。
【００４９】
また、ピックアップサーボ回路１８は、システムコントローラＣＴＬから指示された光デ
ィスクＤＩＳＣの記録トラックへピックアップ１５を移動させるべく、サーボ機構１６の
動作を制御する。
【００５０】
更に、ＲＦアンプ部１７は、ピックアップ１５から出力される読取り信号から、光ディス
クＤＩＳＣに記録されていたデータをＲＦ信号ＤRFとして生成し、デコード部１９に供給
する。
【００５１】
デコード部１９は、光ディスクＤＩＳＣ毎に規格化されているフォーマットに準拠してＲ
Ｆ信号ＤRFをデコードし、ＲＦ信号ＤRF中に含まれているオーディオストリームＤAUとコ
ントロールデータＤｃとを分離抽出し、オーディオストリームＤAUを復号化してビート密
度測定部２１とバッファメモリ２２に供給すると共に、コントロールデータＤｃをシステ
ムコントローラＣＴＬに供給する。
【００５２】
ここで、コントロールデータＤｃとして、オーディオストリームＤAUに含めて記録されて
いる同期データ及びサブコードデータ等の種々のコントロールデータが分離抽出され、デ
コード部１９からビート密度測定部２１及びバッファメモリ２２には、コントロールデー
タＤｃに含まれているサブコードデータＤSBがオーディオストリームＤAUに同期して供給
される。
【００５３】
更に、デコード部１９からスピンドルサーボ回路２０に同期データが供給されることによ
り、スピンドルサーボ回路２０は、システムコントローラＣＴＬから指示されたスピンド
ルモータ１４の回転速度に対する同期データの誤差を検出し、その誤差の発生を抑制すべ
くスピンドルモータ１４の回転をフィードバック制御する。
【００５４】
ビート密度測定部２１は、図７に示す帯域フィルタＦＨ，ＦＭ，ＦＬとピークレベル検出
部ＰＫＨ，ＰＫＭ，ＰＫＬと計数部ＣＷＨ，ＣＷＭ，ＣＷＬ及び演算部Ｍを備えた構成と
なっている。
【００５５】
ここで、帯域フィルタＦＨは、オーディオ周波数帯域（例えば０Ｈｚ～２０ｋＨｚ）を高
域と中域と低域に３分割したうちの高域の周波数帯域を通過帯域とするデジタルフィルタ
で形成されている。また、帯域フィルタＦＭは、上記の中域の周波数帯域を通過帯域とす
るデジタルフィルタで形成され、帯域フィルタＦＬは、上記の低域の周波数帯域を通過帯
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域とするデジタルフィルタで形成されている。
【００５６】
そして、これらの帯域フィルタＦＨ，ＦＭ，ＦＬは、デコード部１９から供給されるオー
ディオストリームＤAUを高域成分と中域成分と低域成分に周波数分割して、ピークレベル
検出部ＰＫＨ，ＰＫＭ，ＰＫＬに供給する。
【００５７】
ピークレベル検出部ＰＫＨは、帯域フィルタＦＨから供給される高域成分とノイズ成分除
去用の所定の閾値ＴＨＤとを比較し、高域成分中の閾値ＴＨＤより大きなレベルをピーク
検出することにより、図８に例示するような２値の論理データＤPHを出力する。また、ピ
ークレベル検出部ＰＫＭ，ＰＫＬも同様に、帯域フィルタＦＭ，ＦＬから供給される中域
成分と低域成分とを所定の閾値ＴＨＤと比較し、中域成分と低域成分中の、閾値ＴＨＤよ
り大きなレベルをピーク検出することにより、図８に例示するような２値の論理データＤ
PM，ＤPLをそれぞれ出力する。
【００５８】
計数部ＣＷＨ，ＣＷＭ，ＣＷＬは、図８に例示するように、論理データＤPH，ＤPM，ＤPL
をそれぞれ所定の時間幅Ｔwに区切って、各時間幅Ｔwの範囲内に含まれる論理データＤPH
，ＤPM，ＤPLが論理“１”となる個数を計数する。すなわち、各時間幅Ｔwの範囲内に含
まれる論理データＤPH，ＤPM，ＤPLが論理“１”となる個数を計数することにより、高域
成分と中域成分と低域成分の夫々の特徴を、論理データＤPH，ＤPM，ＤPLの夫々の発生頻
度として求めている。そして、各時間幅Ｔw毎に求まる計数値ＤH，ＤM，ＤLを演算部Ｍに
供給する。
【００５９】
演算部Ｍは、四則演算を行う演算回路で形成されており、次式（１）で表される乗算と加
算の演算を行うことにより、既述したビート密度ＢＴを示すビート密度データＤBTを求め
、システムコントローラＣＴＬに供給する。
【００６０】
ＤBT＝（βH×ＤH）＋（βM×ＤM）＋（βL×ＤL）　　…(1)
尚、上記式（１）中の係数βH，βM，βLは、ロック、ジャズ、ポップス、ラテン等の音
楽のジャンル毎に、ビート密度の特徴を良好に抽出することが可能な値に設定され、予め
実験的に求められた係数となっている。
【００６１】
また、ユーザー等は、所定の操作キーを操作すると、演算部Ｍに対して、音楽のジャンル
毎に各係数βH，βM，βLを指示したり、ジャンルとは関係なく係数βH，βM，βLを任意
の値に設定させることができるようになっている。
【００６２】
そして、システムコントローラＣＴＬが上記の時間幅Ｔw毎に供給されるビート密度デー
タＤBTを表示部２に供給する。これにより、図４に示したように、表示部２のビート密度
表示部９に、ビート密度データＤBTに基づくビート密度情報ＢＴが表示される。
【００６３】
また、ユーザー等が所定の操作キーを操作して、図５に示した３つのビート密度情報ＢＴ
Ｈ，ＢＴＭ，ＢＴＬを表示すべき指示をすると、演算部Ｍは計数部ＣＷＨ，ＣＷＭ，ＣＷ
Ｌから時間幅Ｔw毎に供給される計数値ＤH，ＤM，ＤLに対して係数βH，βM，βLを乗算
し、それによって得られる乗算値（βH×ＤH），（βM×ＤM），（βL×ＤL）をそれぞれ
独立したビート密度データＤBTとして、システムコントローラＣＴＬに供給する。これに
より、図５に示したように、表示部２のビート密度表示部９には、乗算値（βH×ＤH）に
基づくビート密度情報ＢＴＨと、乗算値（βM×ＤM）に基づくビート密度情報ＢＴＭと、
乗算値（βL×ＤL）に基づくビート密度情報ＢＴＬが表示される。
【００６４】
再び図６において、バッファメモリ２２は、大容量（例えば、６４Ｍbyte）のＳＲＡＭ等
で形成されたリングメモリであり、同期して供給されるオーディオストリームＤAUとサブ
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コードデータＤSBとを１組のパッケジデータとして、アドレスコントローラ２３が設定す
る書込みアドレスＡＤＲＷに順次に記憶する。
【００６５】
尚、システムコントローラＣＴＬがコントロールデータＤｃ中に含まれているサブコード
データＤSBから経過トラック時間を検出し、その経過トラック時間が変わる毎に、アドレ
スコントローラ２３に対してアドレス制御信号ＳADRを供給することにより、アドレスコ
ントローラ２３が上記の書込みアドレスＡＤＲＷを設定するようになっている。
【００６６】
更に、バッファメモリ２２は、オーディオストリームＤAUとサブコードデータＤSBとから
成る上記のパッケジデータを記憶した後、アドレスコントローラ２３から読み出しアドレ
スＡＤＲＲが設定されると、その設定された読み出しアドレスＡＤＲＲから記憶済みのパ
ケージデータを読み出すと共に、元のオーディオストリームＤAUとサブコードデータＤSB
とに分けて出力する。そして、オーディオストリームＤAUをオーディオ信号生成部２６に
供給し、サブコードデータＤSBを再生時刻検出部２４と表示位置演算部２５に供給する。
【００６７】
尚、システムコントローラＣＴＬが、次に説明する再生時刻検出部２４から出力される再
生時刻データＤTMに基づいて、設定すべき読み出しアドレスＡＤＲＲを判断し、アドレス
制御信号ＳADRをアドレスコントローラ２３に供給することにより、アドレスコントロー
ラ２３が読み出しアドレスＡＤＲＲを設定するようになっている。
【００６８】
再生時刻検出部２４は、バッファメモリ２２から供給されるサブコードデータＤSBの内容
を調べることにより、オーディオ信号生成部２６が処理中のオーディオストリームＤAUに
対応する経過トラック時間を検出し、その検出結果を再生時刻データＤTMとしてシステム
コントローラＣＴＬに供給する。
【００６９】
従って、既述したように、システムコントローラＣＴＬは、再生時刻データＤTMから現在
の経過トラック時間を取得し、不連続な再生音が発生することのないように、バッファメ
モリ２２から読み出すべきパックデータの読み出しアドレスＡＤＲＲを設定させるべく、
アドレス制御信号ＳADRによってアドレスコントローラ２３に指令する。
【００７０】
オーディオ信号生成部２６は、バッファメモリ２２から供給されるオーディオストリーム
ＤAUを復号化し、その複号化によって生じるオーディオデータをデジタルデータのままデ
ジタル出力端子２７へ出力、若しくはそのオーディオデータをＤ／Ａ変換器（図示省略）
でオーディオ周波数帯域のステレオオーディオ信号に変換してアナログ出力端子２８R，
２８Lへ出力する。従って、アナログ出力端子２８R，２８Lにスピーカを接続することに
より、光ディスクに記録されていた音楽データ等を再生音にして鳴動させることができる
ようになっている。
【００７１】
表示位置演算部２５は、再生中の音楽等の再生開始時点から現在の経過トラック時間まで
に再生された総フレーム数Ｎを、バッファメモリ２２から順次に供給されるサブコードデ
ータＤSBから算出する。つまり、サブコードデータＤSBに含まれている時間情報である分
Ｍinと秒Secと、フレーム数Ｆnを検出し、次式（２）で表される演算を行うことにより、
総フレーム数Ｎを求める。
【００７２】
Ｎ＝（Ｍin×６０×７５）＋（Ｓec×７５）＋Ｆn　　　…(2)
そして、求めた総フレーム数Ｎを所定の係数Ｋで割り算し、余りの数αを位置データＤrp
mとしてシステムコントローラＣＴＬを介して表示部２に供給する。
【００７３】
ここで、係数Ｋは、光ディスク毎に決められた値であり、ＣＤの場合を例示すると、光デ
ィスク（ＣＤ）の１秒間のフレーム数７５と、アナログレコードプレーヤの回転数（回転
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速度）３３ＲＰＭ（１秒間に０．５５回転）より、Ｋ＝１３５に予め設定されおり、ＤＶ
ＤやＭＤの場合にもそれぞれ総フレーム数Ｎを求める式と所定の係数Ｋが決められている
。
【００７４】
こうして、位置データＤrpmが表示部２に供給されると、図２に示した再生速度表示部１
１の所謂１２時の位置を基準として、上記の余りの数αに相当する時計回り方向の位置に
、インデックス表示部１２が点灯する。別言すれば、余りの数αは上記の１２時の位置を
基準とした時計回り方向の角度に相当し、余りの数αに相当する角度位置に、インデック
ス表示部１２が点灯する。
【００７５】
このようにして光ディスク（ＣＤ）の再生経過を、アナログレコードプレーヤの回転数（
回転速度）に置き換えてインデックス表示部１２で表示することができる。
【００７６】
システムコントローラＣＴＬは、マイクロプロセッサ（ＭＰＵ）を備え、予め設定されて
いるシステムプログラムを実行することにより、本情報再生装置全体の動作を集中制御す
る。
【００７７】
また、システムコントローラＣＴＬには、既述した表示部２とＭＤ再生部２９と、複数の
操作キー４，７及び音量調整用操作キー８から成る操作部３０が接続され、更に、ジョグ
ダイヤル３の回転方向及び回転速度（角速度）を検出する角速度検出部３１が接続されて
いる。
【００７８】
角速度検出部３１は、ジョグダイヤル３の回転方向及び回転速度をロータリエンコーダ回
路（図示省略）によって光学的に検出し、その検出データＳθをシステムコントローラＣ
ＴＬに供給する。これにより、システムコントローラＣＴＬは、ユーザー等が操作したジ
ョグダイヤル３の操作量（回転方向及び角速度）を認識し、アドレス制御信号ＳADRによ
ってアドレスコントローラ２３に指令することにより、ジョグダイヤル３の操作量に対応
した読み出しアドレスＡＤＲＲを設定させる。
【００７９】
すなわち、システムコントローラＣＴＬは、検出データＳθを調べてジョグダイヤル３が
回動操作されていないと判断すると、再生時刻検出部２４より供給される再生時刻データ
ＤTMに基づいて、設定すべき読み出しアドレスＡＤＲＲを指令し、これに対し、ジョグダ
イヤル３が回動操作されたと判断すると、検出データＳθから求めたジョグダイヤル３の
回動量に応じて、設定すべき読み出しアドレスＡＤＲＲを指令する。
【００８０】
また、システムコントローラＣＴＬは、バッファメモリ２２に記憶させたオーディオスト
リームＤAUを順次に読み出してオーディオ信号生成部２６でオーディオ再生を行わせた結
果、バッファメモリ２２から読み出すべきオーディオストリームＤAUが不足してくると、
バッファメモリ２２のデータを更新するための更新処理を行う。つまり、システムコント
ローラＣＴＬは、再生時刻検出部２４から出力される再生時刻データＤTMに基づいて、読
み出すべきオーディオストリームＤAUの不足を判断する。そして、バッファメモリ２２の
最後のアドレスに記憶されているオーディオストリームＤAUに続けるべきデータが記憶さ
れている光ディスクＤＩＳＣの記録トラックにピックアップ１５を移動させ、光ディスク
ＤＩＳＣから更新用のデータを読み取らせて、オーディオストリームＤAUとサブコードデ
ータＤSBから成るパックデータをバッファメモリ２２に記憶させることにより、上記の更
新処理を行う。
【００８１】
次にかかる構成を有する本情報再生装置の動作を図９に示すフローチャートを参照して説
明する。
【００８２】
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図９において、ユーザー等がディスク挿入口５を介して光ディスクＤＩＳＣを挿入し、操
作部３０の所定の操作キーによって再生開始の指示をすると、システムコントローラＣＴ
Ｌの制御下でディスク再生部１３が再生動作を開始する。
【００８３】
まず、ステップＳ１００において、スピンドルモータ１４及びピックアップ１５が起動し
、光ディスクＤＩＳＣからのデータの読取りを開始する。
【００８４】
ここで、所定の操作キーによってビート密度情報を表示すべき指示がなされていると、最
初に再生すべき音楽等の一曲分のデータを高速で読取り、ビート密度測定部２１がデコー
ド部１９から出力されるオーディオストリームＤAUに基づいてビート密度を測定し、既述
したビート密度データＤBTをシステムコントローラに出力する。これにより、ビート密度
データＤBTが表示部２に供給され、図４又は図５に示したように、表示部２の所定領域に
ビート密度情報が表示される。
【００８５】
次に、ステップＳ１０２において、通常の再生動作が開始され、上記のビート密度情報を
測定したときの音楽等のデータからの読取りを開始して、所定のデータ量分のオーディオ
ストリームＤAUとサブコードデータＤSBをパケットデータとして、バッファメモリ２２に
記憶させる。
【００８６】
次に、ステップＳ１０４において、上記のバッファメモリ２２に記憶させたパケットデー
タを先頭アドレスから順次に読み出し、再生時間検出部２４と表示位置演算部及びオーデ
ィオ信号生成部２６への供給を行う。
【００８７】
これにより、ステップＳ１０６において、オーディオ信号生成部２６がバッファメモリ２
２から読み出されるオーディオストリームＤAUに基づいて、再生音を発生させるためのオ
ーディオ信号を生成し、更に、ステップＳ１０８において、再生時刻検出部２４がサブコ
ードデータＤSBから経過トラック時間を示す再生時刻データＤTMを生成して表示部２に供
給すると共に、ステップＳ１１０において、表示位置演算部２５がサブコードデータＤSB
からインデックス表示部１２の表示位置を示す位置データＤrpmを生成して表示部２に供
給する。
【００８８】
こうして再生時刻データＤTMが表示部２に供給されると、図２に示したように、経過トラ
ック時間表示部１０には、経過トラック時間に相当する長さの表示部分Ｐが表示され、再
生速度表示部１１の位置データＤrpmに対応する位置に、インデックス表示部１２が点灯
する。また、表示部２の上側の面にも、経過トラック時間がデジタル表示される。
【００８９】
次に、ステップＳ１１２において、システムコントローラＣＴＬが、バッファメモリ２２
に格納されている再生に必要なオーディオストリームＤAUが不足したか判断し、不足して
いると判断すると、ステップＳ１１４に移行してバッファメモリ２２を新たなデータで更
新した後、ステップＳ１０４からの処理を継続する。
【００９０】
上記のステップＳ１１２において不足していないと判断すると、ステップＳ１１６に移行
して、システムコントローラＣＴＬが角速度検出部３１からの検出データＳθを調べるこ
とにより、ジョグダイヤル３が回動操作されたか判断する。
【００９１】
ここで、ジョグダイヤル３が回動操作されていなければ、ステップＳ１０４からの処理を
継続する。
【００９２】
ジョグダイヤル３が回動操作されたと判断すると、ステップＳ１１８に移行して、ジョグ
ダイヤル３が時計回り方向φfに回転したのか反時計回り方向φrに回転したのかを検出デ
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ータＳθから判断する。そして、時計回り方向φfに回転した場合にはステップ１２０に
移行し、反時計回り方向φrに回転した場合には、ステップＳ１２２に移行する。
【００９３】
ステップＳ１２０では、ジョグダイヤル３の時計回り方向φfにおける回転角速度に対応
したタイミングでバッファメモリ２２を順方向にメモリアクセスすることによってデータ
読み出しを行う。これにより、再生時刻検出部２４がサブコードデータＤSBから経過トラ
ック時間を示す再生時刻データＤTMを生成して表示部２に供給すると共に、表示位置演算
部２５がサブコードデータＤSBからインデックス表示部１２の表示位置を示す位置データ
Ｄrpmを生成して表示部２に供給することになる。そして、経過トラック時間表示部１０
には、ジョグダイヤル３の回転量に相当する長さの表示部分Ｐが表示され、再生速度表示
部１１には、インデックス表示部１２がジョグダイヤル３の回転量に相当する分だけ時計
回り方向θfに移動して表示される。
【００９４】
一方、ステップＳ１１８からステップＳ１２２に移行した場合、ステップＳ１２２では、
ジョグダイヤル３の反時計回り方向φrにおける回転角速度に対応したタイミングでバッ
ファメモリ２２を逆方向にメモリアクセスすることによってデータ読み出しを行う。つま
り、バッファメモリ２２のメモリアドレス順とは逆の順にメモリアクセスをする。
【００９５】
これにより、再生時刻検出部２４がサブコードデータＤSBから経過トラック時間を示す再
生時刻データＤTMを生成して表示部２に供給すると共に、表示位置演算部２５がサブコー
ドデータＤSBからインデックス表示部１２の表示位置を示す位置データＤrpmを生成して
表示部２に供給することになる。そして、経過トラック時間表示部１０には、ジョグダイ
ヤル３の反時計回り方向φrの回転量に相当する長さの表示部分Ｐが表示される。つまり
、ジョグダイヤル３が反時計回り方向φrへ回転される前よりも、表示部分Ｐの長さが短
くなる。また、再生速度表示部１１には、インデックス表示部１２がジョグダイヤル３の
反時計回り方向φrの回転量に相当する分だけ移動して表示される。つまり、ジョグダイ
ヤル３が反時計回り方向φrへ回転される前よりも、インデックス表示部１２は反時計回
り方向θrへ移動する。
【００９６】
そして、ステップＳ１２０又はＳ１２２の処理が終わるとステップＳ１０６に移行して処
理を継続し、音楽等の一曲分のオーディオ再生が終了すると、次の曲を再生すべくステッ
プＳ１００からの処理を再開し、更に光ディスクＤＩＳＣに記録されている全ての曲を再
生し終えると、再生動作を終了する。
【００９７】
このように本実施形態の情報再生装置は、オーディオ再生に際して、インデックス表示部
１２をアナログレコードの回転数に対応する速さで回転させながら表示するようにしたの
で、再生状況を直感的に分かりやすい形でユーザー等に提示することができる。
【００９８】
また、音楽等の一曲分の全体的特徴を、ビート密度情報という新規な特徴情報によって表
示するので、ユーザー等は音楽等の全体的特徴を直感的に知ることができるという効果が
得られる。
【００９９】
また、図４及び図５に示したように、ビート密度情報を経過トラック時間に対応付けて表
示するので、ユーザー等は音楽等のどの部分に所望の特徴部分があるか容易に知ることが
できるという効果が得られる。
【０１００】
また、ユーザー等によってジョグダイヤル３が回動操作されると、インデックス表示部１
２をその回転方向に応じて時計回り方向又は反時計回り方向に移動させ、更にジョグダイ
ヤル３の回転角速度に応じてその移動する量に設定して表示するので、あたかもアナログ
レコードプレーヤで再生中のアナログレコードに対するレコード針の位置を変化させて、
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所望の位置から再生を開始させるのと同様の操作感を提供することができる。
【０１０１】
尚、以上の実施形態の説明では、ＭＤを再生する際の表示部２の表示動作については説明
しなかったが、ＭＤ再生部２９はＣＤ又はＤＶＤを再生するディスク再生１３と同様の構
成となっており、このＭＤ再生部２９内でビート密度情報とインデックス表示部１２の表
示すべき位置を演算するようになっている。このため、ＭＤを再生する際の表示部２の表
示動作についての説明を割愛する。
【０１０２】
また、本発明の情報再生装置は、ＣＤ、ＤＶＤ若しくはＭＤといったソース源から供給さ
れるデータを再生する際に、上記実施形態で述べたビート密度情報とインデックス表示部
１２の表示を行うだけでなく、半導体メモリを内蔵したメモリカードと呼ばれる記憶媒体
や、ラジオ放送やインターネット等の通信媒体から供給される音楽等のオーディオ情報か
らビート密度情報を生成し、更にインデックス表示部１２の表示を行うことが可能である
。
【０１０３】
また、上記したビート密度情報を生成するための工程をコンピュータプログラムで実現し
、そのコンピュータプログラムをＣＤやＤＶＤ等の様々な媒体に記録して提供し、パーソ
ナルコンピュータ等のオーディオ再生機能を備えた電子機器にインストールさせて、実行
させるようにしてもよい。このように、既述したビート密度測定部２１と同じ機能をコン
ピュータプログラムで実現して提供することにより、広いユーザー層に対して優れた利便
性を提供することができる。又、インデックス表示部１２の表示を行うために備えられて
いる表示位置演算部２５と同じ機能をコンピュータプログラムで実現して提供することに
より、広いユーザー層に対して優れた利便性を提供することができる。
【０１０４】
【発明の効果】
以上説明したように本発明の情報再生装置によれば、情報のオーディオ再生が進行するの
応じて、表示手段の所定の表示を、略円形の周方向の仮想軌跡に沿って移動させて回転す
るように表示したので、例えば再生状況をあたかもアナログレコードの回転を見ているよ
うな感覚で直感的に知ることができる。このため、再生状況を人間の感覚に合わせて表示
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態の情報再生装置の外観構成を示す平面図である。
【図２】ジョグダイヤルとビート密度表示部と経過トラック時間表示部と再生速度表示部
の機能を説明するための図である。
【図３】ジョグダイヤルとビート密度表示部と経過トラック時間表示部と再生速度表示部
の機能を更に説明するための図である。
【図４】ビート密度情報の表示態様を示す図である。
【図５】ビート密度情報の表示態様を更に示す図である。
【図６】ディスク再生部の構成を示すブロック図である。
【図７】ビート密度測定部の構成を示すブロック図である。
【図８】ビート密度測定部におけるビート密度の生成工程を示す図である。
【図９】本実施形態の情報再生装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
２…表示部
３…ジョグダイヤル
９…ビート密度表示部
１０…経過トラック時間表示部
１１…再生速度表示部
１２…インデックス表示部
２１…ビート密度測定部
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２２…バッファメモリ
２４…再生時刻検出部
２５…表示位置演算部
２６…オーディオ信号生成部
３１…角速度検出部
ＣＴＬ…システムコントローラ
ＤＩＳＣ…光ディスク

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】

【図８】

【図９】
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